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教 科 名 年間授業時数 学  年

国語 1 9 5 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 景山 真基子 。平井 敬貴

教科書 (発行所 ) 中学校国語 3(東京書籍 )。 中学校書写 (学校図書 )

教科書以外の教材 (発行所 )

中学必修テキス ト3

単元別漢字 3

ウイニングPLUS中学校問題集国語 3
意味から学ぶ頻出漢宇 3009
国語便覧

(文理 )
(秀学社 )
(好学出版 )
(第
二
学習社 )

(浜 島書店 )

目  標
国語を適切に表現 し正確に理解する能力を育成 し、伝え合 う力を高めるとともに

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重す
る態度を育てる。

学習のね らい

○知識及び技能

・社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に親 しん

だ り理解 した りすることができるようにする。

O思考力、判断力、表現力等
・ 「話すこと・聞くこと」、「書 くこと」、「読むこと」の学習を通 して、論理的に考え

る力や深 く共感 した り豊かに想像 した りする力を養い、社会生活における人 との関わ り

の中で伝え合 う力を高め、 自分の思いや考えを広げた り深めた りすることができるよう

にする。

O学びに向か う力、人間性等
・言葉がもつ価値を認識す るとともに、読書を通 して自己を向上させ、我が国の言語文化

に関わ り、思いや考えを伝え合お うとする態度を養 う。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容と発展学習の内容を中心に出題する。

範 囲
(予 定 )

「条件スピーチ」 際 主張の聞き方」「送リイ反名」
「表現に生きる文法」

「糸色滅の意味」「情報の信頼性の欄室かめ方」「読み方の難しい漢宇」「連語・慣用句」

「百科事典少女」「言葉の移り変わり」「初恋」「万葉・古今・新古今」
第 2回 考査

第 3回 考査

「和語。漢語・外来語」
「受け取る『′千11イ也』」
「『広告』の批評文」

「他教科で学ぶ漢宇 (1)」 「岡 剤 の新聞」
「幸福について」「具体例、根拠、反封の問殉
「おくのほそ迦

輪語」「他教科弾     (2)」
「何のために『働く』の力湖「故郷」

「四宇熱語」「 「生ましめんかな」「合意形成を目指す話し合い」
第 4回 考査

年度末考査
「いつものように新聞が届いた」「最後の一句」
「時を超える手′倒

「好きの地平線を探して」

評価の観点 n

評価の方法

○評価の観点は国語の「知識・鮒 ヒ」 略妥:・ 判断・表現」 「主体的に学習に取り組む態度」の 3項

目とする。

○具体的な評価は、定期考査、授業の中での考察、ノー ト、小テス ト、提出した課題の内容などを適

切に活用して総合的に行う。

先生から

ア ドバイス

(予 習・復習の方法、

授業の受け方、

ノー トの取り方など)

毎日の漢字テストに粘り強く取り組み、言葉の力の基礎を身につけていきましょう。予習で教科書

を読み、わからない語句や難しい表現をチェックし、辞書などで確かめ、ノートに整理してみましょ

う。また、各教材末に置かれている「学びの扉」や授業中に配付されるプリントの問題を考えてみま

しょう。授業中の要点・板書事項をノートに書き写すだけではなく、授業中の他の仲間の発言にも注

意して、ノートに残すようにすると、自分の考えを広げることができます。

復習として、その日のうちに再度、教科書やノートを確かめ、メモなどの走り書きをきちんと整理

しておくと、授業の内容を定着させることができます。古典分野では、覚えなければならない学習事

項が多いので、予習 。復習を丁寧におこないましょう。

なお、課題として配付している問題集は、解答の根拠となる箇所に線を引くなど見える化し、答え

合わせの際には解説をよく読み込み、理解を深めることを大切にしましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
学期 月 学 習 内 容 口散 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

「生命は」
「世界への入り口」
「イ,的の読み方、味わい方」「イブ殉工句」

叩殉 の倉llイ乍と句会」
「間違いやすい敬語」
「間違えやすい訥
「形」

◎「行書とイ反名を書こう」
「条件スピーチ」
「提案くう主張の聞き方」
「送リイ反名」
「表現に生きる文法」

「絶滅の意殉

「情報の信頼性の確かめ方」

「読み方の難しい漢字」

唯稀・慣用句」
「
F≡子男FЧk要:岳蝦 」
「言葉の移り変わり」
「伽

「万葉 。古今・新古今」

鶴 2回考al
◎「行書と仮名を書こう」
「和語。漢語・外来語」
「圏 韓    (1)」

「囲 の新聞」

「受け取る『′千嘔イ也』」

「幸福について」

「具体例、根拠、劇 の関係」
「『広告』の批評文」

「おくのほそ道」

2
3
4
2
1

1

4

6

3

2
1

1

5
1

1

1

5
1

1

5

6
1

1

4
4
3

1

5

5

・剪採邸兎胡割融こ注意して内容を解釈し、読み方を工夫して音読する。
・読み取つたことをもとに、言葉と自分自身との関わりについて考えをも鳥
。表現の]夢龍堪意しながら情景や酌 し、つ賄姥競み味わう。
・俳句コ乍つて互ヤWこ誘 Vヽ、作品のよさを評価する。

・間違えやすい敬語と、正しい敬語の使い方について理解し、適切に使う。

・間違えやすい言葉について理解し、適切に使う。
・場面ごと どうしの関係を捉えて、作品を読み味わう。

・行書と仮名の宇形、筆づかい、行の整え方について理解する。

・場の状況に応じて自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を二夫する。

・話の内容や表現の仕方を評価しながら聞き、自分の考えを広げる。

「送リイ反名の付け方について理解する。

・文の成分の順序など文の構成について理解する。

・論の進め方や説明の仕方について考える。

・情報の信頼性を確かめる方について理解する。

・読み方の難しい漢宇について理解する。

・連語や慣用句について理解し、話や文章の中で使うことを通して語感を磨き

語彙を豊力ヽこする。

・場面ごとの人物の考えや人物どうしの関係を捉え、作品を読み味わう。

・時間の移り変わりによる言葉の変化や世代による言葉の違いを理解する。

・表現の特徴を捉え、リズムを感じ取りながら朗読する。

・和歌の意味や使われている技法に注意して、鑑賞文をまとめる。

・行書と仮名の宇形、筆づかい、行の整え方について理解する。

・和語・漢語・外来語の特徴について理解する。

・他談科で学ぶ語句で用いる鮮 について理解し、漢字を文章の中で使う。

・環境問題について伝える新聞を編集し、材料を生かす構成を二夫する。

・文章を批削的に読み、文章に表れている考え方にっいて考える。

・文章を批半ll的に読み、文章に表れている考え方について考えると
。具体夕ll、 根拠、反姑の関係について理解する。

・論の進め方を考え、資料を参考にしたり引用したりして、説終力のある批評

文を書く。

・構成や表現の特徴と、その効果について考える。

期

後

1

2

１

０

1

1

１

２

3

輪 語」
「閉 博 ぶ零懸■ (2)」
「何のために『働く』の力測

「Jじ郎」
「四宇熟語」

「レモン哀駒

「生ましめんかな」

蛤意形成を目指す話し合い」

l(第 4回考ω l

◎「行書と仮名を書こう」

O百人一首
「いつものように新間が届いた」

「最後の一句」

「好きの地平線を探して」

「時を超える調的

ll年度末考匈 l
「本との付き合い方」

「風の唄」

発展学習 評論文・小説読解
古典演習

6

1

5

6

1

1

2

4

5

5

4
4
3

5

2

2

10

10

・古典の言葉を読み味わい、自分の文章に生かす。

・他歌科で学ぶ語句で用いる漢宇について理解し、漢字を文章の中で使う。

・読書を通して自分の生き方や社会との関わり方を考え、自分の将来について

考えをもつ。

・作品を読んで考えを深め、社会の中で生きる人間について自分の意見をも鳥

・四宇熱語について理解し、語感を磨き語彙を豊力ヽこする。

・効県的′厳 現l§監意して詩若勢帆

・詩に描かれた生と死について考え、感想をも鳥

・進行の仕方をI夫し、互いの意見を生かして話し合い、合意形成する。

・イ斎摯朝割災 銅 ヽヽ こついて理解し、文字の大きさ、西ジ咄こ注意して書く。

・百人二首を通して、伝統文化を尊重する態度を育てる。

・文学作品落掬扶 雌 について考える。

・文学作品な秘依 ガ尋くう1土̂バ
△について考える。

・自分の考えを明確にし、論理の展開などを考えて、話の構成を正夫する。

・下書きした手紙彦読み返し、文章を整えて清書する。

・本を読むことについて考えを広げたり深めたりすることてヽ 読書の意義と
/メ
~力
用

について理解する。

・場面ごとの人物の考え方や人物どうしの関係を捉えて、作品を読み味わう。

・様々な文章密葬代 読み取り方や文朝駒翔こつい翻 、する。

と古典作品を詠 表現技法や文法事項について爾 、サる。

通 年 演 習 39 長文読解や小論文の記述、ディベート・ディスカッション等を行う。

総 時 間数 195



教 科 名 年間授業時数 学  年
社会科 (歴史的分野および公民的分野 ) 156 3

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 長谷川 禅

ヽ ヽ

史
民
歴
公
ト
ト
ス
ス

キ
キ
テ
テ
成
成
練
練
力
力
実
実

(文理)歴史ワーク (学宝社 )
(文理)公民ワーク (学宝社 ) 他

教科書以外の教材 (発行所 )

標

(歴史的分野 )
歴史的事象の学
ける。また,各
られる力を養 う
課題に対 し,自

喰晨誓余雰捧色として少子高齢化・印花上賓∴長ガ習霊上修撹闊晩基将来の政治,経済,国際関係に与ええ

簿こと合意,効率と公正,分業と交換,希少性などに着目して課題を追求

比垂?縫登法學書を亀ゼ整々勇k蓬 '市
場の働きと経済をとらえる。

会の特色 と問題点をとらえる。

導f累髪客擁発与著馨義2亀 tttP雪秀ぁ勢貪盟象最々蓋墓手を声
働か

課長湯扶落ぁし管象介え
'i撮

盈驀号嚢ィと喜多宥畠庭提覚
ら調べ,対話を通して課題を解決する方法を身に付ける。

学習のね らい

(歴史的分野 )
①各時代の歴史的事
きる力を身に付け
②歴史的事象の中か
べることができる

象を説明することができ,そ の際適切に資料が活用で

完と撃チ鸞ぞぞ浩鋼癖麟錯牙影評魁

心俗民腺釜轟と人権の尊重の意義,特に自由・権利と責任 。義務の関係を広い

号吾雷ヨ手とと釉綴轟騨犠
屯静   語僣≧亀,電再評詈::ζ舞畿早,ついて公正に判断したりする力 ,
それらを基に議論したりする力

亀墓稚寛 られる課題の解決を視野に主
?§

曽:蠅乳    釉麟評
定 期 考 査

出題方針 教科書の内容,使用 している副教材の内容から出題するも

(予定 )

第 2回 考査

第 3

第イ画考査
~

年度末考査

糧父透蟹董怪_資疑
現代の民主政治 と

。机 代 社 会 と私 た ろ

憲法

社
丁租たちめ暮らしど経済
。地球社会 と私たち

評価の観点・
評価の方法

①知識・技能

§ョaョ1与こ量雪≧量ヨ懲冨ネ― 卜。発表等), 自主学習, レポー ト,総合

先生か らア ドバ イス

(予習・復習の方法,授業の受
け方 ,ノ ー トの取 り方な ど

猶各奪供菩ヨど腎冒
きる力や問題に何度 =霞

縫ュつ群義      ぎ惹甍争伯雰街讐異繋
も挑戦する力をつけていきましょう。

く力を
説明で



十 豪 | 45分 投 薬
字期 月 寧 習 円 谷 V 叡 ン ト

日IJ

期

4

5

6

7

9

・近代 (後半)と 現代の日本と世界①

。近代 (後半)と 現代の日本と世界②

・近代 (後 半)と 現代の日本 と世界③

1現代社会 と私たち

2個人の尊重と日本国憲法

《第 2回考査》

3現代の民主政治と社会

《第 3回考査》

10

18

19

16

20

具星拳曇房警Э二写在束悪暴主義
変
争
大

堵離 成長鋭・冷
!の世界

就牛倍拿陀猜
私たちの生活
現代社会の見

炎罐と具査星これからの人

圏体畏屠吾雅

色 (グ ローバル化 。少子高齢

寿奉些え方
憲法
△

権保障

治
組み

。地方 自治と私たち

後

期

1 0

1 1

1 2

1

2

4私たちの暮 らしと経済

5地球社会 と私たち

《第 4回考査》

*よ りよい社会を目指 して

*社会的な課題の探究①

*社会的な課題の探究②

《年度末考査》

*社会的な課題の探究③

・高等学校の社会科学習にむけて

20

18

15

17

3

導暑雹再身
財政と国民
これからの

市場経済

盛擦を生査P

目掃僚言各色蝶盈攘と日本

毒妻書F垂
が七告串ぷ瓶惑摩素で鶏

著ζ縫そぽ壽婆聯寮
こして系統
を見直 し,
はどのよ

・高等学校の学習を知る。

総 時 間 数 156



教 科 名 年間授業時数 学 年
数 学 195 3

授 業 形 態 指 導 者 名

習熟度別による少人数授業 金谷久美子、川合耕平

教科書 (発行所) 新しい数学 3 (東京書籍)

教科書以外の教材 (発行所)

体系数学 2 幾何編
体系問題集数学 2幾何編 発展 完成ノー ト
数学 I

4プロセス数学 I 完成ノー ト

(教研出版)

(数研出版)

(数研出版 )

(数研出版 )

標

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象
を数学化したりヽ 数学的に解釈したり、数学的に表現i処理したりする技能を身に付け

るようにする。

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的
・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養う。

(3)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考えて数学を生活や学習に生か

そうとする態度、問題解決の過程を振り返つて評価。改善しようとする態度を養う。

学習のねらい

1「数と式」領域
・数を実数まで拡張する意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解できるよう

にする。また、式を多面的にみたり処理したりするとともに、 1次不等式を事象
の考察に活用できるようにする。
2「図形」領域
。図形の性質を三角形の相似条件を基にして確かめ、論理的に考察し表現す

る能力を伸ばす。
・観察、操作や実験などの活動を通 して、三平方の定理を見いだして理解 し

それらを用いて考察することができるようにする。
。平面図形や空間図形の性質についての理解を深め、それ らを事象の考察に

活用できるようにする。
3「関数」領域
。2次関数 とそのグラフについて理解 し、2次関数を用いて数量の関係や変
化を表現することの有用性を認識するとともに、それ らを事象の考察に活

用できるようにする。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容、問題集を中心に出題する。

範 囲

(予定)

3回考査
4回考査
年度末考査

2回考査 平方 定 理 数 と式の

題

2 次 方 程 式 と 2 次 不 、中 校 3年 間で習つた内容

と 合 と

2
式、集
と命題

評価の観点 H

評価の方法

評価の観点は「知識・技能」 「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態

度」の 3項 目とする。
具体的な評価は、定期考査、授業への取組、章末テス ト、小テス ト、提出物の内容

等から総合的に行う。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業の受

け方、ノートの取り方など)

予習については、教科書の内容をあらか じめ見ておくだけでも違います。

予習をして授業に臨むようにしま しょう。復習については、問題集を中心に

その 日に習つた内容の問題 をできるだけたくさん解いて 自分のものにして

いきましょう。授業には、しつか り集 中して臨み、わか らないことはその場

で先生に質問するか、休み時間、放課後等を利用 して質問にくることで、そ

の 日の うちに理解す るように心がけましょう。授業 ノー トや授業プ リン トに

ついては、黒板を写すだけでなく、自分で気づいたことや先生が説明した内

容で重要だと思つたことは自分の言葉でしっか りと書き込んでおいて(後か

ら確認 して分か りやすいよ うに工夫 してみましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

抑 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

三平方の定理
三平方の定理の逆

三平方の定理 と平面図形

三平方の定理 と空間図形
章末問題

整式の加法 と減法

≪ 2回 考査 》

整式の乗法
因数分解
実数
根号を含む
不等式の性
1次不等式
絶対値を含
章末問題

集合

式の計算
質

む方程式 。不等式

5
3

15

11
5

3

5
8
4
6
3
5
8
7

5

。三平方の定理を利用して、辺の長さを求めることがで
きるようイこする。
。三平方の定理の逆を利用して、直角三角形を見つ
けることができるようにする。
・三平方の定理を利用して平面図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。
・三平方の定理を利用して空間図形のいろぃろな線
分の長さを求めることができるようにする。

。三平方の定理を利用して空間図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。

・整式を同類項でまとめたり、降べきの順に整理したり
することができるよう1こする。

・公式を利用して、式の展開、因数分解ができるように
する。
。平方根についての四則計算や2重根号の計算がで
きるようにする。
・不等式の性質を理解し、1次不等式、連立不等式、
絶対値を含む方程式・不等式を解くことができるよう
にする。

集合に関する基本的な用語。記号を理解し、共通部
分と和集合を求めることができるようにする。

後

期

10

11

12

1

2

命題 と条件
≪ 3回考査 》

命題 とその逆・対偶・裏
命題 と証明
章末問題

関数 とグ
2次 関数
2次関数
2次 関数

ラフ
のグラフ
の最大 。最小
の決定

≫≪ 4 査

2次方程式
2次 関数のグラフとx軸 の位置関係
2次不等式
章末問題

≪年度末考査 》

3年 間のまとめ

8

5

4
9
11
9

7
9
11
8

13

。命題・必要条件・十分条件・逆・対偶・裏などにっいて
理解し、背理法を利用して証明ができるようにする。

・2次関数について、そのグラフを理解し、表すことが
できるよう1こする。
・2次関数の最大値。最小値について理解、活用する
ことができるようにする。

・2次関数のグラクとχ軸の共有点の個数を求めること
ができるようにする。
・2次関数のグラフを利用して、不等式を解くことがで
きるようイこする。

総 時 間 数 195



教 科 名 年間授業時数 学 年

理科 156 3

授 業 形 態 指 導 者 名

癬 加門 敏弘

教科書 (発行所) 未来へひろがる サイエンス3( 啓林館 )

教科書以外の教材 (発行所) 新中学問題集理科3年 (教育開発出版 )

標

自然の事物。現象にかかわり、理科の見力。考え方を働かせ、見通しをもつて観簾、実験

を行うことなどを通して、自然の事物。現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を

次のように育成する。

(1)自然の事物。現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観簾、実

験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察。実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
(3)自然の事物 。現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

学習のねらい

[生命]
○実験・観簾を通して、生命の連続性について理解を深め、生命を尊重する態度を育てる。
[〕剤L,】電]
○地球と宇宙に関する探究的な学習を通して、地球の自転・公転と天体の動きと関係や太陽系と

恒星の特徴について理解を深めさせる。
[物質]
○化学変化とイオンに関する探究的な学習を通して、水溶液の電気伝導性や電池のしくみ、中和
反応についての理解を深めさせる。
[エネルギー]
O物体の運動エネルギーに関する探究的な学習を通して、力の合成・分解、運動の規員ll性、エネ
ルギーヘの理解を深めさせる。
[醐
○日常生活と関連付けながら、自然界のつり合いや、自然環境の調査と難 地域の自然災

害、さまざまな物質とその利用、科学技術の発展を理解するとともに、それらについて調べ、
科学的に考察する技能を身に付けさせる。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、問題集、教材プリントなどから出題する。

範 囲

(予定)

第 1回考査 学力達成テストを実施

生物の連続性 (体細胞分裂と減数分裂、生薙、染色体とDNA、 発生のし

くみ、遺伝のしくみ)

化学変化とイオン (水溶液とイオン 電池のしくみ 化学エネルギー第2回考査
アルカりと塩 pH 酸と金属の反応 中和とpHの変化 物質量)
エネルギー (物体の運動 運動と力 落下運動 自由落下の法則と

第3回考査 運動の3法則 力学的エネルギーと弾性エネルギー 運動方程式
仕事)

第4回考査
地球と宇宙(宇宙の広がり 惑星と囲 宇宙を観る(星Pと球の運動と天体σ)動き
月の満ち欠け )

自然と人間 (自 然界のつり合い 人間と環境 自然と人間のかかわり
科学技術と人間 科学技術の利用と環境保全 )年度末考査

諭 互 剪 鋳 ♭ 魚 ・

師 の姑

○調 の観くは、自然事象今の理解と科学的に探究するための技能、科学的に探究するために必

要な思考・判断・表現、主体的に自然の事象に関わる態度の3項目とする。

O評価の方法は、学習のまとまりごとの記述内容と定期考査、授業への取組のようす、課題の提

出などをもとに、総合的に行う。また、章ごとに自己評価を行う。

先生からア膨 イヽス

理科の学習は、自然の事物・現象のな洲司隠れている 日蜘 1こついて学んでいく学問です。

日常生活で身のまわりのことに紺して、「なぜだろう」と考えながら注意して観ること、自分の意見を積極的に述べたり、

友だちの意見にも耳を傾けながら現象について考えたりすることが必要ですとまた、観察・実験を通して得られたことを図

やグラフを描いて事実に合うように考察し発表する態度を身に付けることも大切d



年 間 授 業 計 画 表

鞠

前

期

月

4

5

6

7

８

　

９

学 習 内 容 時数 学習のポイント

「生命」生命帥

単元濤啄、弓裟錦直にトライ !

1章 生物のふえ方と成長
※細胞のつくりとはたらき
※体細胞分裂と数分裂のしくみ
2章 遺伝の規Rl‖ヒと遺伝子

利 岨と染色体
※いろいろな遺伝
》К9醒雪イラミもC琳治とJR町
3章 生物の種類の多様性と進化
力だめし (1)

「物質」化洋変化とイオン

娼 学葛誦耐【トライ !

1章 水溶液とイオン

※原子の構造と同位体
※電子晉己置とイオン

※さまざまな結合
※物質量
※元素の周夕Л表
2章 電池とイオン
3章 酸・アルカリと塩
力だめし (1)

皓痛2翰

トライ !

1章 力の合成と分解
※三角関数
2章 物体硼
※運動の第二法則
※いろいろな運動
3章 仕事とエネルギ‐

※エネルギ拗 淑 叫

癬
4章 多様′Fエネ′暗連とその移り変わり
5章 エネルギ■資源とその不ll用

力だめし (1)

儒 3回紛

「期 干 競 を観る

単元導入、学ぶ前にトライ !

1章 宇宙の天体
2章 肉陽と恒星の動き
3章 月と冷'星の動きと見え方
力だめし (1)

錦 弓禦錦由にトライ !

1章 自然界のつり合い
2章 さまざま独物質の利用と人間
3章 科学技術の発展
4章  人間と環境
5章 持続可能な社会をめざして

力だめし (1)

ll―考al

3年 F翻鰹
郷 囃

(34)
1

15

(24)

11

7
10
1

10

8

４

１

(38)
1

11

8

(

３

４

１

一刺

・

５

８

５

１

一２ ８

・

５

５

４

８

４

１

一，

12

○卵細胞と精子、5種類の動物の親子、染色体の顕微銭海真をもとに、親から子ヘ

の生命のつながりが広く生物界で起こっており、今、わたしたちがいることはど

ういうことかを改めて思い起こさせ、生命はつながっているということへの関心

を高めさせる。
○細胞のつくりを思い起こさま 種子から根ののびる様子を観察させたり、細胞分

勢 を行わせたりして、生物の成長を触 理 と贈 けてとらえさせ

る。
O身近な生物のふえ方を観察させて、無性生殖と有性生殖の特徴を見ヤヽださせると
ともに、生物がふえていくとき染色体にある遺伝子を介して親から子へ形質が伝
わること、そしてその伝わ先崩載眼糀助ミあることを理解させる。

ている写真を大きく提示○生徒にとつ

し、電池をより身近なものとしてとらえさせる。さらに、探究嗣 Jを設定し、科

学つナ舟軍ケヨ劇を射 る。
O水溶液に電流を通す実験を行しヽ 水溶液には電流を通すものと通さないものがあ
ることを見いださせる。次に電気分解の実験より、イオンの存在を見いださせ、
イオンの生成が原子の成り立ちに関係することを理解させる。また、電池の実験

を行い、電池|まイrをと

'レ

ギーが電気エネルギ‐に変換されていることに気づか

せるとともに、イオンのモデルを用いて電池の原理が説明できるようにする。

O酸やアルカリの水溶液を用いた実験を行い、酸やアルカリのそれぞれの特性が水
素イオンとフk醐ヒ骸圧オンによることを見いださせるとともに、電離の様子をイ
オンのモデルを使つて説明できるよう|こする。次に、中和反応の実験により、酸

とアルカリが反応すると水と塩ができることを見いださせるとともに、中和反応

をイオンのモデルを使つて説明できるようにする。

○作図によつて合力を求めることができるようにする。次に、
させる。
○いろいろ跡 が運動を始めるときのストロボ写真を紹介し、運動が始まる原因

を考えさせることにより、運動とエネルギーの学習への興味・関心を高めるよう

にする。
O記録タイマーやストロボ写真をもとに、物体の速さや運動の様子を調べる方法を
身に付けさせ、物体にはたらく力と運動との関係を理解させる。
O仕事の量の求め方を理解さま 働 原理を見いださせる。また、仕事をする能
力としてエネルギーを定義し、位置エネルギー囀國跡E衿レギーの大きさと物体
の高さや質量 速さとの関係を見いださせる。最後に、まさつ力や空気の抵抗が

なければ力学的臣ネルギーが保存されることを理解させる。

○身のまわりにあるいろいろなエネルギーについて気づかせ、それらのエネルギー

はどのように移り変わるか理解させるとともに、エネルギーの総劇よ一定に保た

れることを理解させる。
○人間|ま多様なエイ、アレギー資源を消費して潮 Jしていることを知るとともに、将来

にわたつてエネルギー資源を確l呆し、安全で有効′訴 ll用と勅 保全をはかること

○太陽くう星の見かけの動きから、地球の自転岸い転という運動を見いださせる

O太陽の特徴を知るとともに、太腸系は銀河系に属すること、銀河系の外には別の

銀河が多数存をすることを理解させる。

O太陽系の天体の特徴を知るとともに、惑星の動きや見え方、月の満ち欠けと日食
・月食について理解させる。

O植物、動物および粉生移を栄養根取の面から相互に関連づけて捉えるとともに、
自然界では、これらの坐物がつり合いを保つて生活していることを見いださせる

○学校周辺の身近な自然環境について調べ、人間の生活が自然環境t鞘 を及ぼし
ていることを理解させるとともに自織 を―

ることの軸 を認識させ

る。
O日本の自然について、今まで学習してきたことを思い出さま さらに′誠 ♂)自然

を調査し、自然からの恵みと災害についての理解を深めさせる。自然現象の監視

や防災・減決などについても総 自然との共生の在り方について考えさせる。

○申 の過程について、どのようなものがあるかを理解させ、さまざま

拗 利用によつて人間の生活が豊かてS蹄ばになったことを認識させる。

後

期

10

11

1

2

156



教科名 年間授業時数 学年

音楽 39 3

授業形態 指導者名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 川上 由紀

教科書(発行所) 中学生の音楽2・ 3下

中学生の器楽

(教育芸術社)

(教育芸術社)

教科書以外の教材(発行所) 音楽のハーモニー2・ 3下 (正進社 )

目標 音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、生涯にわたつて音楽に親しんでいく態度を養う。

学習のねらい

1歌唱        !
由にふさわしい歌唱表現を工夫する。曲種に応じた発声により、美しい言葉の表現を工夫して歌う。

2器楽
楽器の特徴を生かして曲にふさわしい音色や奏法を工夫し表現する。

全体の響きに調和させて演奏する。

3創作
楽器の特徴を生かした旋律を作り、表現する。

表現したいイメージや曲想を持ち、自由な発想による創作表現をする。

4鑑賞
音と音との関わり合いや、速度や強弱の働きによつて生み出される曲想の変化を感じ取る。音楽の背

景となる文化・歴史や他の芸術との関わりも理解し聴く。

定期考査

出題方針 教科書の内容を中心に、音楽のハーモニーやプリント等から出題します。

範囲(予定)

第十回考査 無し

第2回考査 花、花の街、ボレロ、ブルタバ、リコーダーの奏法 等

第3回考査 無し

第4回考査 無し

年度末考査 能、早春賦、尺人音楽、帰れソレントヘ、Let it Be等

評価の観点 i

評価の方法

・評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」t「主体的に学習に取り組む態度」の 3観点とす

る

・具体的な評価は、普段の授業への取組 (授業態度、授業プリントや音楽ノートの提出物等の記述内

容、創作活動での作品やその過程での取り組み方 等 )、 定期考査、実技テスト(リコーダー、歌唱)

から総合的に行う。

先生からアドバ

イス

・みなさんの身の回りには、たくさんの音や音楽であふれています。まずは、聞こえてくる音に耳を傾け

てみましよう。そして、心地良いな、心が動かされるなと感じる音や音楽を見つけてみてください。

・音楽の世界はとても広く、そして奥が深いです。様々な音楽に興味を持つこと、また、「音楽のしくみ」

を知ることで、音楽とより楽しく(より豊かに関わることができます。音楽の授業にも、興味関心をもつ

て、積極的に取り組んでみましょう。

,音楽の授業は週 1回です。1回 1回の授業を大切にするためにも、準備物を忘れないようにしまし

ょう。提出物も確実に出しましょう。



年間授業計画表(45分授業)

学期 月 学習内容 時数 学習のポイント

前期

4

5

6

7

9

日本語の歌の良さや美しさを理解して、歌唱表

現を工夫しよう

イ花」

イ花の街」

音楽の特徴や背景を理解して、その魅力を味

わおう

・「ボレロ」

・「ブルタバ」

音階の特徴及び音のつながり方の特徴を生か

して、創作表現を工夫しよう

。My Melody

<第 2回考査>

曲想や語感を生かして、歌唱表現を正夫しよう

。「帰れソレントヘ」

4

4

3

3

・歌詞の美しさや旋律の特徴に関心を持ち、イメー

ジを持つて歌唱表現を創意工夫する。

・音楽を形づくつている要素や、構造と曲想との関

わり、背景などを理解して、良さや美しさを味わい

ながら聴く。

・音階の特徴を生かし、表現を工夫しながら旋律

を創作する。

・旋律の特徴を生かし、フレーズを考えながら歌

つ。

5

3

リコーダーに親しもう

*この題材は練習曲を継続して行う。

7 アルN)コニダーの基本的な奏法を身につけ正しい

リズムと音程で簡単な楽曲を演奏する。

後期

2

10

11

12

1

能の特徴を理解し、その魅力を味わおう

。「敦盛」

ポピュラー音楽の特徴を理解し、その魅力を味

わいながら歌おう

・「Let it Be」

日本の伝統音楽の特徴を理解して、その魅力

を味わおう

。「巣鶴鈴慕」

日本語の歌の良さや美しさを理解して、歌唱表

現を工夫しよう

・「早春賦」

仲間とともに、表情豊かに合唱しよう

～卒業式に向けて～

<年度末考査>

4

2

4

2

6

・能に興味・関心を持ち、日本の伝統芸能として

尊重し、その魅力を感じ取る。

・歌詞と旋律が生み出す雰囲気を味わいながら歌

う。

・尺人音楽の特徴や背景を理解し、その良さや美

しさを味わいながら聴く。

・歌詞の美しさや旋律の特徴に関心を持ち、イメー

ジを持つて歌唱表現を創意工夫する。

・歌詞の内容や曲想を味わうとともにパートの役割

を理解し、曲にお、さわしい表現を仲間と一緒に工

夫して合唱する。

総時間数 39



教 科 名 年間授業時数 学年

美  術 39 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 森 邦生

教科書 (発行所)
術

術

美

美

２

２

３

３

上 学びの探求と未来
下 学びの実感と広がり (日本文教出版)

教科書以外の教材 (発行所) 美術資料 (秀学社 )

目  標
描く活動と作る活動を通し、ものをつくり出す喜びを実感することで、美術を愛好する心情を

深め、心豊かな生活を想像していく意欲と態度を高める。

また鑑賞の能力を高め、美術文化についての理解を深めるとともに、個性豊かな美術の能力を

高める。

学習のねらい

1 絵画・彫刻などの活動を通 して
二年間の経験をもとに、造形的な視点で姑象を深く観察する力 と、自己をより深く見つ

めて表現する力を身につけ、意図に応 じて豊かに発想 し構想する能力を身につける。

2 デザイン・工芸などの活動を通して
題材 と素材を総合的に考え自分のテーマを生み出し、色彩や技法を使つて効果的に表現

する。また複雑な制作過程を順序立て、意欲的に見通しをもつて進める。

3 鑑賞
日本及び諸外国の美術遺産を鑑賞し、その特質や文化や伝統などにういての理解や見方

を深め、美術を通した国際理解を一段と深める。また自分との関わりを見つけ、表現活動

に反映させる。

定 期 考 査

出題方針 授業で制作した内容や配布プリント、教科書・美術資料から出題する。

範 囲

(予定 )

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

な し

鉛筆の技法、岡山の伝統工芸、うちわ制作、鑑賞問題

な し

な し

色の属性と配色・ トーン、抽象彫刻、鑑賞問題、実技問題

評価の観点・

評価の方法

○評価の観点は,造形的な知識及び技能の習得,創造的な思考・判断・表現の能力,創作活動に
主体的に、また粘り強く取り組む態度の 3項目とする。
①準備物や授業での態度・真剣に創意工夫しようとする姿勢・見通しを持つた創作活動など制

作過程での観点別達成度,作品の完成度,感想文による鑑賞能力の 3つのポイントを統合して
評価する。

先生からアドヴァイス

今年度は義務教育最後の美術です。各課題の中で、伝統工芸や抽象表現と結びつけなが

ら構想 し、独特な材料を使い複雑な制作過程を通して表現します。

創作に打ち込む中で、自分の内面を深く見つめ、じつくり時間をかけて、思いの丈を表

現する面白さを味わつて欲しいです。

3年間の集大成となるような作品、自分の分身のような愛着を感 じる作品を、苦労して

楽しみながら造りましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

学

期
月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

岬鍵逍立体感をとらえて」鯰匹il

・身近なモチーフを使つた鉛筆デッサン

「伝統工芸を味わう」餞
。岡山の伝統工芸の鑑賞

「風に想いを乗せて」 (デザイン・工封

・岡山の伝統工芸の技法を応用したオリジナ

ルうちわの制作

l彿 2回考al

「色の観 _・ トー判 l鑑賞・デザイ刀
・身近にある配色とその効果を調査・分析し

て発表する。

3

1

9

6

。対象の形の構造をとらえ、立体感の仕組みを理解

して表現する。
・濃度の違う鉛筆の触 を理解し、工夫して表現に

経誕卜つける。

・伝統文化のよさや美しさ、先人のェ夫などに関心

を持ち、日常生活で生かすことの喜びや価値を味

わう。

・夏や風を題材にイメ▼ジを広,大 題材や用途、材

料の特性、制御lF毎などを総合的に考えデザイン

を発想する。
・制作過程を理解し、見通しを持つて制作する。

,日常生活の中の色の働きに目を向け、色の効果に

興味関心を持つ。色の効果を取り入れ、意図にあ
ったデザインを構想する。

後

期

10

11

12

1

2

3

的 の世界」l鑑賞l

「イメージを形で表現しよう」硯微J)
。自分の内面をテーマにした抽際的な石彫制作

l(年度末考0)

「cttёbookを使つたデザインワーク」

鶴詳争デザイ刀

15

4

・抽象絵画の歴史を知り、作品から自分が感じたこ

とを手掛かり旧鑑賞の仕方を探る。

・自分の内面を見つめ、気持ちや感情から主題を生

み出し、抽象的な形に簡略化して表現する。

・立体としての塊や量感と空間との関係を意識しな

がら、意図に合った表現方法を二夫する。

・刃物珂吏用に注意し、ジスクを回避する作業を心

がける。
・侑J作過程の見通しを持つて制作する。

。作品の成り立ちヽく。ィ乍者の意図を読み取る。

・班で協力し、ディスカッションしながら共同制作

をする。
・ICrを意図に沿つて活用する。

総 時 間 数 39


